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畜産草地研究所研究報告及び畜産草地研究所研究資料投稿規定

（｜ゴ的〕

13選前 B~ 43り・

平成 13＇年4J J l日

第 l条 乏ir*:草地研究所開・究側告及び藷j主培地研究所研究資料への投稿については、この規定の定めるところによる。

（投稿首の行協）

ti"i 2 ~長 投稿tiはl京UIJとして、市住京地研究所粧品（以下、「職員」という。）及ひ’流動研究n、依頼研究員、科学校術特別研究

員、STAフ£ローシッフ研究口等（以下、「他の職員」という。）とする。

l l椴員が投稿する内存は、 主として省産車地研究所で行った研究とする。

2 i也のl椴員が投稿する内容は、高度草地研究所で行った研究とする。

（投稿l以前の内容）

第3条投稿原稿の内容は次のとおりとする。

l 畜i宝』草地研究所研究報告（Bulletinof >lational Institute of Liγcslock and Grassland Science / 

日持誌f,: Bull. Natl. Inst.しiγest.Grassl. Sci. ) 

(I) J日（普諭文：者fli'f•','(j也研究rifr （以］＂、「勺liJF究，iJr」という。〕においてげった試験研究段ひ’吋研究所以外のtiに委託して

ii'った試験研究の成果に関わる論文とする。

(2）除j 報 ( 1）以外の研究の予報、.iili憾などのり村jとする。

(3）伐術論文析しい技術や技術のキII江、実証などを I:（.本とする娘告。

(4）総 J従長i夜明地研究にl則わるものとする。総説は投柿のほか、編集委Fl会が依頼したものを含む。

(5）学位取得論文’当研究所において Eとして行勺た試験研究による学｛立l脳性論文とする。

2 市庄市地研究所研究資料（i¥lemoirsof National Institute o「Li¥'eslockand Grassland Science/ 

日同誌名： Mcm. Nall. Inst. Livest. Grassl. Sci. ) 

( 1）調ft資料 ・技術資料 ・研究'Ni：干：当研究所において行った試験研究及び当研究所が吋研究所以外のものに委託して

行った試験研究のうち、乍術的 .p'~主的にイT川な未発表の資料とする。

(le作権の対l足以び利用の，i'Ft.t.'iのI削及い）

ヨ） .J条 m，阪された論文の著作権は、普述した者に制崩し、別紙隊式により1虫、工行政法人民業 ・生物系特定産業技術研究機備に

対して脱出にて利用の許諾が1i'われるものとする。

(fJiift:iの松市）

~15 条 JJ~（杭の干~＼京にあたっては、 月JJに定める高住民地研究！？？研究報告及ひ’i害賠市地研究所研究資料執筆！l}!.聞に基づくものとす

る。 i史~Hするパ~Itは IIイ三訴または英語とする。

（原品~：iのthl/Li)

!.116条 J欠の手続きにより原稿及び！京駅：j提出店をよH務J.. ｝に梶山する。

I II，政良｛主JJ;-(t:'H足出票に必要・F項を記載し、所属研究官の右長（科長、チーム長を含む）及び所属する研究部長の校閲を受ける。

2 他の職員は眼前提出京に必要事項を記•Iまし 、 所属研究主の’セ長（科長、 チーム長を含む）及び研究本・が所属する研究邸長

の校1mを受ける。

（受H)
第 7条 原稿及びl京稿民t・H哀を事務局が受け取ったnを受十J'llとする。

受即｜｜は編集委員会の若手白の結果、m載がa:勺と認められた口とする。

（’お ~f.)

立： 8条 編集委U会はJ欠の下続きにより諭；文を＇li'i'l'tする。

ただし、学位取得論文については穏汽を抗日告することができる。

l 編集委lJ.会は論文の｜人！？年により富・.nu，日JIJをそれぞれ l手／＇i）~定し、 論文裕子fを依相する。
寝台ははriJr l人1＆ひ’／~［外の研究 t·i・：とし 、 その氏れは公｝）. しな t 、。

2 ・点tHJは論文7存ti~：iにより寝台を行う。また必＇l!:-に応じて指摘・JUjjを， ＇｝き／ l＼し！Millする。

3 ・JH方向は彼自民と 11=ri・の11日のやり取りの対』必にあたる。

4 f吋ffi委民会は7存在員の'/tifl結果を参考にしてm,1夜のrrJ，§を判断する。

苦手f.:tの1付特によっては1；：者に原綿の訂正を求めることができる。

5 皆者は議.ti結果を受領後、編集委員会が指定するJUJ日までに修正駅前を・Ji傍），，｝に提山する。

（校正）

;:fi 9条 首・t；ーによる校庄は原則として初校のみとする。

校1Elま誤Mの訂正限度にとどめる。やむをl'.Jず大きな変記て予を行うi窃合には編集委u会のポ認をjQ.なければならなL、。

（日11~1llJ り）

出 10条 目1/irliJりは次のとおりとする。

I 100部とし、市町汗首がftぷで受け取る。

2 川州｜｜ りのill/Jllを吊噌する場合は研究室負Jr1で印刷する。

llf.tUJJ 
この規定は、平成 14年 4J」I 11から施行する。

1可,tn1J
この規定は、平成 15年 10月 l日から随行する。
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独立行政法人民業 ・生物系特定産業技術研究機構刊行物著作権取阪規程摺3条の規定に基づき、（畜産草地

研究所研究報告又は畜産草地研究所研究資料の書名を記載する）第00号の私が有する著作権については、研

究機構に対して F記の利用許諾を行うこととします。
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